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児童発達支援センター安食における 

地域の障害児支援の中核的機能について 

 

 

猛暑の候、皆様におかれましてはますますご盛栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、当事業所は、令和 6 年 6 月から千葉県及び栄町より地域の障害児支援の中核的な役割を担う

センターとして位置づけられることとなりました。中核的な役割の主な機能は、①幅広い高度な専門性

に基づく発達支援・家族支援機能 ②地域の障害児支援事業所に対するスーパーバイズ ③地域のインク

ルージョンの中核機能 ④地域の発達支援に関する入口としての機能となります。この 4 つの機能を発

揮し地域の障害児支援の中核的な役割を担うセンターとして地域の関係機関の皆様のお役に立てればと

思っています。 

つきましては、地域の障害児支援の中核的機能の一環として下記のような研修会を実施することとい

たしました。 

お忙しいところ恐縮ですが、関係職員の参加について特段のご配意の程よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

日 程：令和 6年９月２４日（火） 

              時 間：13 時 00 分～15時 00分 

              場 所：児童発達支援センター安食 

              住 所：印旛郡栄町安食 3678-6 

              TEL ：0476-36-4852／FAX：0476-36-4853 

              Mail ：ajiki.center@inba-g.or.jp 

                 講 師：作業療法士 清永信一郎 先生 

 

【研修内容】 

児童発達支援センター安食では、様々な専門職の先生方からの助言も頂きながら、お子様たちが「楽

しくて、思わずやりたくなる」と感じられるような療育を計画しております。その中で、ご教授いただ

いている作業療法士の清永先生より、「幼児期の感覚統合の大切さ」についての研修会を開催していた

だくことになりました。 

日々の遊びの中で、ちょっとした工夫で姿勢保持の力や、手先の操作性を高めていく身体づくりのア

イディアもお伝えしたいと思います。 

 

 ご不明な点や、ご相談がありましたら太田までご連絡ください。 

      ＜連絡先＞太田直通携帯（月～金）：070-2631-4168 

児童発達支援センター（月～金）0476-36-4852 


